
マレーシア・サラワク州の熱帯雨林で
現地と共同で生物多様性の解明に挑む

人と機械のより良い関係を追求
高度なAI応用技術、次々と開発

9 2023
September

ISSN 1349-6085

未 来 を ひ ら く 科 学 技 術



安孫子 満広
科学技術振興機構（JST）広報課

株式会社エフビーアイ・コミュニケーションズ

株式会社丸井工文社

■ 編集長

■ 制作

■ 印刷 ・ 製本

JSTは、シンクタンク機能、研究開発、産学連携、次世代人材育成、科学と社会との対話など、多
岐にわたる事業を通じて、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に積極的に貢献していきます。

P.3、12、
 14上、14下

P.14下、
 16

P.14上 P.14下

「アイフレイル」の進行を防ぎたい
核酸研究を治療や予防に応用
東北大学 加齢医学研究所
加齢制御研究部門
モドミクス医学分野 助教

小川 亜希子

はがれやすく再生可能な強力接着剤
消費電力2552分の1のAIプロセッサー

ほか

NEWS & TOPICS14

マレーシア・サラワク州の熱帯雨林で
現地と共同で生物多様性の解明に挑む

03

人と機械のより良い関係を追求
高度なAI応用技術、次々と開発

08

〈 連載〉 イノベ見て歩き

第4回

12

さきがける科学人16

究極に薄いナノシートやデバイスを開発
豊かな社会構築、省資源・省エネに寄与

P.3 P.12 P.14上 P.3

未 来 を ひ ら く 科 学 技 術

9 2023
September

特集1

特集2



03

特集
OVERVIEW

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）
「マレーシア国サラワク州の保護区における熱帯雨林の生物多様性多目的利用のための活用システム開発」

マレーシアの熱帯雨林は生物多様性のホットスポットでありながら、生物多様性の基礎情報はほと
んど得られていない。基礎情報は学術的価値に加えて、科学技術人材の育成や生物資源探索などにも
活用できる知的資源としての価値があり、産業創出への貢献も期待できるため実態解明の意義は大
きい。京都大学の市岡孝朗教授と佐藤博俊助教は、現地の研究機関と共同でサラワク州の熱帯雨林の
生物多様性の全貌解明に挑んでいる。

マレーシア・サラワク州の熱帯雨林で
現地と共同で生物多様性の解明に挑む

京都大学 大学院人間・環境学研究科 教授
2019年よりSATREPS研究代表者

市岡 孝朗 Itioka Takao右

京都大学 大学院人間・環境学研究科 助教

佐藤 博俊 Sato Hirotoshi左



　熱帯で昆虫採集をしたら、いくらで
も新発見ができて楽しいだろう―。京
都大学大学院人間・環境学研究科の
市岡孝朗教授は少年時代から、熱帯
雨林の生物多様性に憧れていた。長
じて昆虫学者となり、昆虫の生態や、
環境条件と進化の関係などを研究す
るようになる。その昆虫は何を食べ、
どう生き、何に捕食されるのか。他の
生物との関係はどのようなものか解
き明かすことが研究テーマだ。
　宇宙や深海に行かなくても、熱帯
雨林には研究対象が無数にあるとい
う市岡さん。少年時代の憧れのまま、
興味の対象はマレーシア・サラワク
州の熱帯雨林に向かった。市岡さん
が30年以上通っているこの熱帯雨
林は、多様性が極めて豊かで、名づけ
られているものの方が少ないほど未
知の生物にあふれている。これまで
市岡さんを含めた多くの研究者が熱
帯雨林で新発見をし、論文を発表し
て実績を積んできた。
　しかし、先進国の研究者が研究を
主導してきた現状に市岡さんは懸念
を抱いている。「マレーシアではまだ
自立的に研究を進められる基盤が
整っておらず、テクニックやノウハ
ウもありません。私は長年サラワク
州に通ううちに、この先このやり方
では通用しなくなるのではないか、
やはり地元の人々もメリットを受け
られる基盤を整備する必要があるだ
ろう、と考えるようになりました」と
語る。
　同国の人も生物資源の恩恵を享
受できるようにするには、現地の研
究者をはじめ、市民にもその価値を
知ってもらう必要があると考えた。
生物多様性には価値があり、多目的
に活用できると認識してもらえれ
ば、多様性の保全が進めやすくなる
ためだ。近年は国際的にも熱帯雨林
の保護や生物資源の公正利用につい
ての機運が高まり、2010年には生

物多様性条約第10回締約国会議で
「遺伝資源の取得の機会及びその利
用から生ずる利益の公正かつ衡平な
配分に関する名古屋議定書」が採択
されている。生物資源の公正利用は
国際的なホットトピックだ。
　そこで立ち上げたのが、JSTの
SATREPSプロジェクト「マレーシ

ア国サラワク州の保護区における熱
帯雨林の生物多様性多目的利用のた
めの活用システム開発」だ。市岡さん
は京都大学大学院人間・環境学研究
科の佐藤博俊助教らと共に、日本の
2研究所・16大学およびマレーシア
側のサラワク州森林局、サラワク森
林公社、生物多様性センターの3機関

生物資源の恩恵を現地にも
研究基盤の整備に取り組む

プロジェクトの構造図図2

各テーマの活動はサラワク州の研究機関と連携して行っている。具体的には、科学的な技能を備えた人材を育成し、生物多様
性が提供する知的資源に対する地域社会の認識を高め、自律的で持続的な生物多様性活用システムの構築を目指している。

プロジェクトの運営体制図図1
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次世代DNAシーケンサーの導入
NGSを用いた生物多様性研究の推進
研究スキルの教授と長期事業の先導

Runi Sylvester Pungga
Paulus Meleng
Khairunnisa Othman, Shirley Chip
Nur Safinas Jelani, Ling Chea Yiing
Mohamad Nafri Bin Ali　　　　　ほか

サラワク州森林局 （代表研究機関）

マレーシア（サラワク州）側研究体制日本側研究体制

Yeo Tiong Chia
Holed Juboi
Jamilah Hassan, Ajuwin Lain
Mohd Farith bin Kota　　ほか

Melvin Terry Gumal
Paschal Anak Dagang
Endela Anak Tipot
Azroie bin Denel, Voon Mufeng
Clement Het Kaliang
Jacqualine Henry Ripan　　ほか

サラワク州生物多様性センター

サラワク森林公社

最新データや標本の適切な管理
データ公開システムの構築

出版事業の母体運営

事業の継続を担う人材の育成支援

研究参加型エコツアー開発・実施
インベントリー活動への参加

実施形態の整備

絶滅危惧種・希少種のモニタリング
インベントリー活動への参加

最新成果普及プログラム

伊東明・名波哲（大阪公立大学）・田金秀一郎（鹿児島大学）
島野智之（法政大学）・浅野 郁（信州大学）竹松葉子（山口大学）
橋本佳明・山崎健史（兵庫県立大学）・児島庸介（東邦大学）
金尾太輔（山形大学）・水元惟暁（沖縄科学技術大学院大学）
大沼あゆみ（慶応大学）・桜井良（立命館大学）　ほか

連携研究者

市岡孝朗・佐藤博俊・西川完途・阪口翔太
水野尊文・駒田夏生・有本晃一　　　ほか

京都大学 （代表研究機関）

環境研究所 竹内やよい・大沼学　　　ほか

高知大学 市栄智明

北陸先端科学技術大学院大学 敷田麻実  ほか

島根大学 清水加耶 ほか

東京都立大学

森林総合研究所

沼田真也・高橋進　ほか

山下聡・安藤裕萌
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と連携し、サラワク州の生物多様性
の全貌解明を目指した網羅的な調査
と、同地における生物多様性研究の
基盤整備に取り組んでいる（図1）。

　このプロジェクトでは、6つのサブ
テーマを設定している（図2）。核とな
るのは「生物多様性科学の研究に必
要な基盤整備と研究推進」、すなわち
基礎研究そのものだ。生物多様性保
護区である国立公園内で網羅的な生
物多様性調査を実施し、種ごとの個
体数を評価する。これまで1つの国立
公園や一部の分類群に関しての断片
的な研究は行われてきたが、広域的
に調査し、多くの分類について同じ
方法で評価したことはなかった。
　今回は分類横断的に採集ターゲッ
トを決め、15カ所以上の地域で採集
し、次世代DNAシーケンサーを用い
た評価・分析を試みている。「従来は
採集した生物を新種と認定して命名
するまでに5～10年もかかっていま
したが、次世代DNAシーケンサーで
DNA分析すれば、似ていても違う種
であること、違って見えても同種や
近縁種であることなどがすぐ判定で
きます。一度に大量に分析できるよ
うになったのは技術の進歩のおかげ
です」と市岡さんは最先端技術導入
の意義を説明する。
　プロジェクトでは、この最先端装
置をサラワク州森林局と生物多様性
センターの2機関に導入した。研究成
果を現地で持続的に活用していける
よう、DNA情報やサンプルデータを
管理したデータアーカイブシステム
の整備も進めている。それが2つ目の
サブテーマ「生物多様性の知的資源・
情報を活用するための情報プラット
フォームの構築」である。「森が消えた
り環境が変化したりすることで、名前
がつく前にその生物がいなくなるこ
とはよくあります。どの場所にどの生
物がいるのかわかるだけでも保護へ

の意識は高まる、という意味でもこれ
らの基礎研究は非常に大切です」。

　期待と共に始まったプロジェクト
だが、実は計画通りには全く進まな
かった。プロジェクト開始翌
年の20年は、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響で渡
航が制限され、現地調査が不
可能になってしまったのだ。
その中でできることを進めよ
うと、予備調査時に採集した
サンプルを再検討し、分類群
ごとに採集地や数を記録した
り、出版物にまとめたりして
いた。
　それにより明らかになった
のは「予想以上に多様性が豊
か」という事実だった。「どの
分類で区切っても驚くほど種
の数が多いのです。実際に広
域調査が始まれば、どれほど

未知の種が出てくるのか楽しみにな
りました」と、市岡さんは笑顔を見せ
る。多様さを目の当たりにすると、そ
れぞれの暮らしぶりに興味が湧いて
くるのが研究者というもので、すぐ
に深掘りが始まった。
　そこから生まれた新発見の1つが、
アリに擬態するアリグモ属に関する

次世代DNAシーケンサーを導入
一度に大量の種が分析可能に

コロナで渡航が制限される中
アリに擬態するクモを調査

ボルネオ島やタイで採集したアリグモ属図3

極端に細長くくびれたフシナガアリに擬態するbのアリグモか
ら、ずんぐりとした体型のトゲアリに擬態するeのアリグモま
で、同じアリグモ属でも形態が異なる。

形態変化によるアリグモ属と非擬態ハエトリの跳躍距離図4

非擬態のハエトリグモは体長の約3倍跳躍できるが、アリグモ属では体長と同じぐらい、もしくはほぼ跳躍できなく
なっている（上）。同じアリグモ属でもどの種類のアリに擬態するかによって跳躍力が変化することもわかった（下）。

RV係数 = 0.699  P = 0.0051
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ものだ。クモはアリに擬態すること
で外敵から身を守りやすくなるが、
擬態していないクモと運動能力はど
う違うのか。それを調べるため、サラ
ワク州で採集したアリグモ属7種・
86個体と、擬態していないハエトリ
グモ12属・70個体の形態を測定。
さらに両者の捕食能力を比較するた
め、各個体が小バエを捕食する様子
をビデオカメラで撮影し、捕獲時の
跳躍距離や捕獲成功率を測定した。
　その結果、ハエトリグモは捕獲時
に体長の3倍ほどの距離を跳躍する
が、アリグモは最大でも体長と同程
度の跳躍距離で、中にはほとんど跳
躍できない個体もいたことがわかっ
た。アリに似るほど本来の跳躍力や
捕食能力が低下しており、外敵から
身を守れるようになった代償は大
きいことが明らかになった（図3、
4）。プロジェクト開始から2年半が
経った頃、ようやく現地調査が可能
になった。以来、急ピッチで採集や分
析を進めている。今後は未知の種だ
けではなく、生態に関する新発見も
続々と出てくるだろう。

　話をサブテーマに戻そう。3つ目
のサブテーマ「研究活動への参加を
通した人材育成」は、プロジェクトを
特徴づける要素だ。生物多様性研究
は地元の人々が主導することが望ま
しいが、現地には知識も標本も、先端
装置を扱う技術も不足しており、す
ぐに研究者として自立するのは難し
い。そこで、共同研究を通じて生物多
様性分野の基礎科学の研究者として
必要な知識・技能・経験を得てもらう
こととした。
　このテーマについても、コロナで
渡航できず、野外調査技術や次世代
DNAシーケンサーを用いたDNA分
析に必要なサンプル処理技術の技術
移転が遅れてしまった。指導を担当
した佐藤さんは、マニュアルを活用

した遠隔指導には限界があり、DNA
解析に失敗したと聞いても、日本で
は原因を把握できず歯がゆい思いを
したと語る。「渡航緩和後の22年11
月に、2人のポスドクが現地へ赴き直
接指導できるようになって、ようや
くうまくいき始めました。私も共通
認識のできていない段階では、対面
で教えることの重要性を再確認しま
した」と振り返る。
　サラワク州の研究者4人は現在、
京都大学大学院の修士課程と博士課
程、東京都立大学の修士課程に留学
し、学位取得に向けて論文執筆に励
んでいる。彼らが次世代の教育を行
えるレベルに育ち、現地で研究者を
育てられるシステムを構築すれば、
今後、熱帯雨林の生物の解明はより
効率的に進んでいくだろう。彼らこ
そが3つ目のサブテーマの成否を左
右するキーパーソンだ。
　マレーシアの複数の機関が連携す
ること自体にも意義がある。多民族
国家のマレーシアは日本以上の縦割

り社会で、30年の間に、市岡さんは
申請手続きや調整などの面でしば
しば難しさを感じてきたという。横
の交流が乏しいのは研究機関も同じ
で、基本的に他機関との共同研究は
行われていない。「ライバル関係であ
るメリットもありますが、協力した
方が良いこともやはりあります。今
回はなんとしても3機関に参加して
もらい、連携体制を作りたいと考え
ました」。
　連携当初は、現地の研究者が他機
関の研究者とコミュニケーションを
とることは少なく、顔を合わせても
踏み込んだ議論になりにくかった
が、いつの間にか、実験装置の調子が
悪い時は別の機関に借りに行くなど
の行き来が生まれていたという。京
都大学では同じ研究室に属している
ので、自然と親しくなり、実験器具の
共有なども行われている。このよう
なことも、マレーシアの未来の研究
体制作りに向けた大切な一歩であ
る。

地元の研究者が日本に留学
サブテーマのキーパーソン

DNA分析によるラフレシアの識別・同定図5

マレーシア・サラワク州に
おける既知のラフレシア・
トゥアンムデの分布と新た
に発見された個体群の位
置（左）と、ナハ・ジャレー地
域で発見されたラフレシア

（ 左 下 ）。識 別には形 態に
よる近縁種との比較とミト
コンドリアDNAによる系統
解析の両方を用い、ラフレ
シアの系統関係を推定し
た。新しく発見されたナハ・
ジャレー地域の個体群（赤：
Rafflesia N.J.と仮で表
記）は、既知のラフレシア・
トゥアンムデとクラスター
を形成したため、同種であ
ることが推定された。

https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/backnumber/2022/202205/pdf/2022_05_p14-15.pdf

ボルネオ島

06 September 2023
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も検討中だ。
　94年に初めてサラワク州を訪れ
て以来、市岡さんは多様性研究を続
けてきた。今回のプロジェクト終了後
も、6つ目のサブテーマ「政策提言」を
見据えて研究を継続していく予定だ

（図6）。その頃には保護活動やエコツ
アーも充実し、ネイチャーウォッチン
グに訪れる人は今より増えているだ
ろう。「最新装置を導入したり人材育
成に注力したりしたことで、今後、現
地の研究体制は高度化します。将来
的に彼らと再び共同研究を行い、全貌
がなかなか見えない熱帯雨林の多様
性の解明に取り組み、進化の多様性
の原因などを探っていきたいと考え
ています」と市岡さんは今後の展望
を語っている。

（TEXT：桜井裕子、PHOTO：石原秀樹）

　熱帯雨林を訪れる観光客は珍しい
生物に出合うことを楽しみにしてい
る。つまり、観光産業においては、そ
こにいる生き物が生態系サービスの
1つでもあるわけだ。生態系が豊か
な中で、登山や公園散策をすると精
神的な満足感が得られるが、現状で
はテングザルやオランウータン、世
界最大の花ラフレシアなど、よく目
立つ生物以外は何がどこにいるのか
わかっていない。資源は豊富なのに

「サービス」の内容がわからないため
「この花はこの国立公園にしかない」
などの独自性も打ち出せず、効果的
にアピールできていないのだ。
　そういったところにも研究成果を
応用していこうと、4つ目のサブテー
マ「生物多様性科学の成果を活かし
たエコツアーの開発」と5つ目「生物
多様性の知的資源の価値に対する
認識を強化する普及プログラムの策
定」が用意された。ある生物がそこに
しかいないと明らかになれば、それを
目玉にしたツアーが組めるし、ガイド
の育成や国立園内の表示板整備にも
役立てられる。現在、ガイド協会や国
立公園の観光部門と共に、研究成果
に基づいたプログラム開発やガイド
内容のアップデートを進めている。
　ラフレシアについては、昨年、新産
地が発見された。これまで知られて
いるラフレシアと色味や形態が微妙

に異なり、新種の
可能性もあるとい
う（図5）。現在は
サラワク州の学校
で自然教育はほと
んど行われていな
いが、例えばその
ラフレシアが貴重
なもので、産地の
保護が重要である
ことなどを学校教
育や地域住民への
啓発活動を通じて
周知することで、
地元の自然への愛着が高まり、レン
ジャーや自然保護ボランティアの活
動にも理解が深まって、保護活動も
活発化していくことが期待される。
　市岡さんは、そのようなことも社
会実装の1つと考えている。「データ
プラットフォームをうまく活用すれ
ば、個体数管理や貴重種のモニタリ
ングなどへの協力も得られるでしょ
う。それにエコツアーが充実すれば
観光客が増加し、ガイドのニーズや
土産物の販売機会も増えるなど、波
及的な効果も小さくありません。地
元の人々を主体にした新産業の創出
にもつながっていくと考えられま
す」。生物の種が多すぎて名前もつけ
られないという事情もあり、マレー
シアには図鑑がないに等しい。その
ため、ウェブ上の図鑑サイトの制作

エコツアー開発や図鑑の制作
保護活動の活発化を期待して

日本とマレーシアの研究によって、昆虫学の楽しさが伝播していくかもしれま
せん。今後も多様な形で、広く現地に貢献していきたいです。

サラワク州保護地域における生物多様性調査の様子図6

22年8月の第1回に始まり、23年5月までに5回の調査がマレーシア各地の国
立公園で実施されている。

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム
SATREPSは、JSTとJICAが連携の下、地球規模課
題を解決すべく日本と開発途上国の研究者が共同
で研究を行うプログラムです。

レップスくん

Twitter
https://twitter.com/SATREPS

Facebook
https://www.facebook.com/
Friends.of.SATREPS

公式ウェブサイト
https://www.jst.go.jp/
global/index.html
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　画面に描いた創作キャラクター
の2次元（2D）スケッチが次の瞬間、
ぬいぐるみのような量感を備えた
3次元（3D）のコンピューターグラ
フィックス（CG）に生まれ変わる。
そんな仕組みを今から24年以上前
に考案したのが、東京大学大学院情
報理工学系研究科の五十嵐健夫教授
だ。1996年、同大学の博士課程に在
籍していた五十嵐さんは、インター
ンで訪れた米国ブラウン大学で、多
面体として表現された3Dモデルか
ら手書き風のイラストを描き出す

CG技術を目にした時に、人生最大の
衝撃を受けたという。
　「もともと3DCGに興味があり、ペ
ン書きのイラストを立体化する仕組
みを模索していました。ブラウン大学
のCG技術を見た瞬間『この逆をやっ
てみよう』とひらめきました」。当時
は世界初の長編フル3DCGアニメー
ション映画「トイ・ストーリー」が公
開された翌年で、3DCGに世界が注
目し始めた時代でもあった。その後、
五十嵐さんは2Dスケッチの3Dモデ
ル化システムを研究課題に据え、99
年に世界的CGカンファレンスであ
る「S

シ ー グ ラ フ

IGGRAPH 99」で「T
テ デ ィ ー

eddy」と
名づけた2Dスケッチの3Dモデル化

技術を論文発表した（図1）。
　このシステムは発表と同時に世界
の研究者やクリエイターを震撼させ
るセンセーションを巻き起こした。
従来の3DCGは、専門スキルを持つ
エンジニアやクリエイターだけが創
作するものという認識が一般的で、
ユーザーはその結果を利用すること
しかできなかった。Teddyは3DCG
創作をプロの手からアマチュアの手
元に手繰り寄せ、特別な訓練を受け
ていなくても簡単に3Dモデルを生
成・編集できる世界を作り出したの
である。
　この成果を基に、五十嵐さんは「空
間的キーフレーム法」の開発にも成

特集
OVERVIEW

コンピューターシステムを使いやすくする
ユーザーインターフェース（UI）技術や機械
と人間のインタラクションは、AI・機械学習
の変革期である現在、ますます重要になっ
てきた。東京大学大学院情報理工学系研究
科の五十嵐健夫教授は、頭の中にあるイメ
ージを即座に3DCG化する技術やアニメー
ション生成技術、仮想試着技術、AIの誤判断
を未然に防ぐ「共起バイアス」除去技術など
の高度なAI応用技術を次々と開発し、人と
機械のより良い関係を追求し続けている。

ユーザー自ら3Dモデル生成
世界のクリエイターを震

し ん か ん

撼
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東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授
2017年度～22年度 CREST研究代表者

五十嵐 健夫 Igarashi Takeo

人と機械のより良い関係を追求
高度なAI応用技術、次 と々開発
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功した。画面上での極めて少ない操
作で、スケッチした創作3Dキャラ
クターを滑らかに動かし、リアルタ
イムなアニメーションを生成する技
術だ。これらのシステムは五十嵐さ
ん自身も驚くほどの大きな反響を呼
び、技術の一部は3Dモデル作成の
定番PCソフト「S

シ ェ ー ド

hade」などへの商
用化が実現。Microsoftの「ペイント
3D」やAdobeの画像系ソフトなど、
似たような製品も世に出回るように
なった。

　ただし、3DモデルやCG作成の効
率化だけが五十嵐さんの研究目的で
はない。「コンピューターシステムを
利用しやすくするためには、人間と
システムはどのように関わるべきか
というインタラクションも考える必
要があります。人間が頭の中で思い
描くことをシステムにどう伝え、シ
ステムの出力結果を人間がどう利用
するのか。これが、現在まで続く私の
研究テーマです」。
　大学院生時代には米国のゼロック
ス・パロアルト研究所、マイクロソフ
ト・リサーチ、カーネギーメロン大学
でのインターンを経験し、日本電信
電話（NTT）やリコーなどでの企業実
習も重ねてきた。しかし、民間企業で
は開発技術は特許取得が求められ、
商品化はその企業のみに限られる場
合が多いと感じた。これに対し大学
は研究の自由度が高く、また技術利
用や実用化が広がる可能性も高いと
考え、大学での研究を選んだという。
研究者としてUIやインタラクション
技術を究めていく中で、AI・機械学習
と人間の関わりについても、重要な
テーマとなっていった。
　17年に、五十嵐さんはJSTの
CREST「データ駆動型知的情報シス
テムの理解・制御のためのインタラ
クション」の採択を受けた。CREST
ではデータの生成、学習プロセスと

いったAI技術に共通するテーマの他
にも、学習した結果の利用時にシス
テムの中で起きていることを可視化
し、ユーザーが適切に介入して望む
結果を出力する手法を、いくつかの
個別のアプリケーションを通じて開
発・発表している。
　ここからは、その中で
も特に顕著な成果を3
つ紹介する。1つ目は、
体型や姿勢に対応した
高度な「仮想試着法」だ。
着てみたい服を画面上
で仮想的に試着できる
システムは既に実用化
されているが、単純な
3DCGや汎

はんようてき

用的な深層
学習モデルを応用した
システムでは、リアルな
試着画像を即座に生成
するのは困難だ。そこで
五十嵐さんらは、体型や
姿勢を自在に変化させ
ることができるマネキ
ン・ロボットを用意する
ところから始めた。
　マネキン・ロボットに
服を着せ、さまざまな
体型の人のいろいろな
ポーズを模倣し、数万
枚に及ぶ写真を撮影し
た。その写真データを基
に深層学習を実施した

結果、体型やポーズごとの服のシワ
のでき方や、体の部位ごとの服の余
裕などを詳細に映像化することに成
功。オンライン店舗を想定した仮想
試着の他、オンライン会議映像にお
ける服装を変換する実証なども行っ

体型・ポーズごとに映像化
「仮想試着法」3年かけ開発

仮想試着システムの利用イメージ図2

さまざまな衣服の試着結果。マネキン・ロボットによって取得した
データにより、リアルな試着画像を合成できる。

図1 「Teddy」による3DCG創作のイメージ

ディスプレイ上に描いた2Dスケッチ（左）から3Dモデルを自動生成する（右）。自由な視点から3DCGを描画、リア
ルタイムな編集も可能にした（着色は異なるソフトウェアによる）。

https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/
backnumber/2021/202112/pdf/2021_12_p14-15.pdf

試着対象の
衣服

動きを
インプット 試着結果
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ている（図2）。
　AI・機械学習はデータとアルゴリ
ズムの世界と考えられがちだが、具
体的な映像生成にはデータを作るた
めの「ものづくり」要素と忍耐強さも
必要になる。「プログラムは短期間で
完成しても、学習には長時間かかり
ます。撮影は2時間程度で終えても、
その学習のためには2晩かかる。失敗
してやり直すとまた2晩で学習し直
す。機械学習につきものの問題です
が、仮想試着法の場合、着想から実現
までには約3年を要しました」と五十
嵐さんは開発の苦労を語る。

　UIやインタラクションの研究は必
ずしもシステム側の技術だけの話で
はない。五十嵐さんらは、人と機械に
よるより良い呼応を創出するため、
AIの判断を人間がわかるように可視
化する仕組みも模索した。それが2つ
目の成果である「目」を持つ自動運転
車だ。この自動運転車は、ドライバー
であるAIが注意を払っている方向
を、フロント部分の「目」の角度で示
し、実験ではそれを見た歩行者によ
る道の横断を計測した。
　歩行実験の結果、歩行者は自動運
転車の目が自分を向いていれば「自
分が認識されている」ので横断して
も問題ないと考え、逆に目が他の方
向を向いていれば「車は自分に気付
いていない」ので、横断は危険と判断
する傾向が見られた。このように、目
玉の向きでAIの注意方向を示すこと
で、人間は的確な危険回避行動がと
れることが多く、交通リスク低減に
役立つことが示された。また、危険回
避行動には男女差が大きいこともわ
かった（図3）。
　「将来的には自動運転車が搭載す
るAIと目の動きを結びつけて、視線
がそのままAIの状況を表すようにな
ると仮定しての研究でした」と五十
嵐さんは総括している。自動運転車

が一般道を走る近未来に向けて、自
動運転車の判断をどう人間に伝えれ
ば人間が正しく危険を避けることが
できるのか、今後はますます重要な
テーマになっていくだろう。他のAI
応用分野でも同様に、人間とのイン
タラクションの研究は不可欠なの
だ。

　3つ目の成果は、AIの間違った学習
を防ぐための技術開発だ。機械学習
では、最終的な判断を誤らないよう、
学習のプロセスで人間の適切な介入
が必要になる場合がある。例えば、海
に浮かぶ船の画像から船の形態を学
習するには「波」「海岸」などの画像内
の要素ではなく、船に着目しなくて
はならない。また「口紅」を多数の顔
画像から学習するには唇に着目しな
ければならない。しかし、実際は「目

元の化粧をしっかりしている人は口
紅を塗っている」ことが多いため、目
元部分を学習対象にしてしまうこと
がある。　　
　結果、機械学習のアウトプットに
誤りが生じてしまうのだ。このよう
な問題を「共起バイアス」と言い、こ
れを防ぐことが機械学習の大きな課
題の1つになっている。共起バイア
スの影響を取り除くためには、元の
データを適切に変更して再編成する
か、特定領域をユーザーが直接指示
して学習すべき箇所を示すアノテー
ションが必要だ。しかし、データセッ
トの再編成にも、ユーザーによるピ
クセル単位での領域指示など、多大
なコストがかかってしまう。
　手間や費やす時間を減らすため
に、五十嵐さんらは画像表示画面の
マウスによるワンクリックだけで特
定領域をAIが認識できる技術を開発
した。先ほどの船の例で言えば、船の
画像なら船の部分を左クリックする

AIの間違った学習を防ぐ
ワンクリックで適所誘導

車の「目」を見て横断判断
自動運転の交通リスク低減

「目」を持つ自動運転車に対する歩行者の反応を実験で調査図3

AIが注意を向けている方向が歩行者側なら「安全」、そうでなければ「危険」と判断し、横断すべきかどうかの人間の
判断を調査した。実験では車も「目」も手動、歩行者役の人はVR映像で実施している（上）。グラフは「目」のある場合
とない場合の歩行者の判断の違い。男女で傾向に大きな違いも見られる（下）。

10 September 2023
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想をひねり出す段階だという。しか
し、それを乗り越えればアプリケー
ション作りは既存技術を活用・応用
しながら真っ直ぐ進めることができ
るそうだ。
　「新しい発想のためには論文をた
くさん読むこと、とにかく手を動か
すこと、そしてひたすら考えるこ
とが大事です」。五十嵐さんが研究
開発を進める背景には、人間とコン
ピューターとがお互いに情報を伝え
あってより良い結果を作るための、
UI・インタラクションの理想があり、
それがCRESTの目標である「人間と
情報環境の共生インタラクション基

と、人の目で見える船部分が識別対
象となり、反対に周囲の水の部分を
右クリックすれば、水部分が識別対
象から外される。これにより、機械学
習のトレーニング時間とコスト、ア
ノテーションに関わる人間の労力が
大きく削減可能になった（図4）。
　注目したい部分を人間が調整して
教えることを「アテンション誘導」と
言う。今回の成果の肝は、対AIのアテ
ンション誘導作業が非常にシンプル
になったことだ。「同時に考案したア
クティブラーニング方法を組み合わ
せることで、アテンション誘導に必
要な時間を27パーセント削減し、学
習の正確性も大幅に向上することが
実証できました」と五十嵐さんは説
明する。

　五十嵐さんはアプリケーションの
他、AIが提示するさまざまな画像を
ユーザーが選択していくことで頭の
中のイメージに近い画像を生成して
いく技術や1個のスライダーだけで
複雑・多様な画像調整を実現する技
術など、多くのアイデアを実現すべ
く研究を続けている。最も苦戦する
のは、まだ誰も思いついていない発

盤創出」につながっている。
　22年11月に米国OpenAIが公開
した大規模言語モデルによる生成AI

「ChatGPT」が世界中から注目を集
めているように、現在はAI活用の歴
史の変革期とも言われている。「私た
ちがやってきたことで何ができるの
か模索中ですが、基本的な考え方は
同じです。専門的な知識を必要とす
ることなく、ユーザーがシステムを
思い通りに操れるようにするという
課題に挑戦し続けたいと考えていま
す」と五十嵐さんは今後の道筋を描
いている。

（TEXT：土肥正弘、PFOTO：伊藤彰浩）

自分の好奇心を追求して
やりたいことをやるのが一番で、
それが世の中の役に立つことにつながります。
面白いと思うものを追求する
研究者を目指してください。

新発想をひねり出すのに苦戦
手を動かし考えることが大事

CelebAデータセットの「口紅」に関するデータセットで、ワンクリックアノテーション前に深層学習ネットワークが認識した領域の例（上）と、微修正後の領域の例（下）。目や頬な
ど、唇以外の化粧の参照が軽減されている。

AIの共起バイアスを取り除くワンクリックアノテーション技術のイメージ図4

微調整前

微調整後
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イノベ
見て歩き

連載 ： 第4回

　名古屋大学の未来材料・システム
研究所は、先端的な材料・デバイスの
要素技術からシステム技術までの研
究開発を通じて、環境調和型および
持続発展可能な社会の実現に寄与す
ることを目的とした科学研究所で
ある。名古屋大学における最大規模
の部局横断型融合研究推進組織であ
り、新学問領域の創生と新しい学術
体系の構築を目指している。
　この研究所で2018年から「ナノ
シート」の研究開発に取り組んでい
るのが、長田実教授だ。ナノシートと
は、厚さが原子数個程度で、約1ナノ

（10億分の1）メートル、横サイズが
厚さの数千倍～数万倍の大きさを持
つシート状の物質である。構成する原
子の種類や構造にもよるが、高速電
子伝導や高誘導性、触媒活性などの
優れた機能を持つことから、機能性
薄膜の応用が進められている。
　長田さんは、A-STEP「ナノシート
技術を用いた革新的誘電材料・デバ
イスの開発」で、素材・プロセス・デバ
イスの3つの研究テーマに挑んだ。具
体的には、極薄ナノシートの合成、高
速薄膜作製法の開発、誘電体キャパ
シターの開発だ。「世の中の役に立つ
材料を創生するためには、新しいプロ
セスを架け橋に、機能的なデバイス

を作ることが最終ゴールであるべき
だと思っています」と長田さんは素材
からデバイス開発までをトータルで
考えることの重要性を強調する。

　ナノシートの開発では、薄く、電
気を蓄える性質である「強誘電性」
を持つ酸化物ナノシートの合成を
目指した。電子部品などに使うナノ
シートでは、多くの電気をため込め
る強誘電性が不可欠だが、従来の材
料では薄くすると強誘電性が消失す
る「サイズ効果」が起きてしまう。さ
らに、今回用いたチタン酸バリウム

（BaTiO3）は構造上、剥離・合成する
従来の方法が使えないため、新たな
合成方法の開発が必要だった。

　そこで長田さんは、ナノシート
の高い反応性に着目した。厚さ1ナ
ノメートルの酸化チタン（TiO2）ナ
ノシートを使い、表面反応により
BaTiO3への構造変化を起こす鋳型
合成法を検討。水・エタノールの混
合溶液中で、TiO2ナノシートと水
酸化バリウムを反応させることで
BaTiO3ナノシートを合成した。ま
た、強誘電性は厚さ1.8ナノメートル
まで維持され、1.4ナノメートルでは
消えることも確認した（図1）。
　通常、BaTiO3の合成では1000度
以上での焼成を必要とする。一方で
今回の合成温度は、なんと60度の低
温下だった。「今回の方法はより低い
温度で合成できることはわかってい
ましたが、まさかここまで低いとは
思ってもいませんでした。そのため、
なかなかその先入観を排することが

世の中の役に立つ材料創生
新しいプロセスを架け橋に

低温下でナノシート合成
強誘電性の維持を確認

究極に薄いナノシートやデバイスを開発
豊かな社会構築、省資源・省エネに寄与

社会実装を目指す研究開発
の現場を訪ねる「イノベ見
て歩き」。第4回は、究極な
薄さのナノシートや高速薄
膜作製法、革新的誘電材料・
デバイスなどの、省資源・省
エネルギーに寄与する研究
開発に取り組む名古屋大学
未来材料・システム研究所
の長田実教授を紹介する。

名古屋大学 未来材料・システム研究所 教授
2020年～23年 A-STEP 研究責任者Osada Minoru

長田 実

BaTiO3ナノシート合成のイメージ図（a）。圧電応答測定によるナノシート1枚での強誘電性評価（b）。単位格子3個分
に相当する厚さ1.8ナノメートルのナノシートでは、強誘電性特有の圧電応答カーブが観測された。

電圧（V）

TiO2ナノシート

BaTiO3ナノシート
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6-6 4-4 2-2 0
0

50

200

圧
電
応
答
信
号（
任
意
単
位
）

150

100

BaTiO3ナノシートの合成と強誘電性図1
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研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）産学共同（育成型）
「ナノシート技術を用いた革新的誘電材料・デバイスの開発」

できず、試行錯誤を重ねることにな
りました」と長田さんは当時の苦労
を振り返る。

　ナノシートのプロセス開発で目指
したのは、成膜の高速化・大面積化で
ある。一般的にナノシートの成膜で
は、ナノシートのコロイド水溶液を
浅いトレイに展開し、気液界面に広
がったシートを集積して薄膜を作製
するラングミュア・ブロジェット法
などが用いられている。しかし、熟練
した操作や複雑な条件設定、大量の
溶液が必要な上に、1層の成膜に1時
間程度かかることが工業化への大き
なネックとなっていた。
　一方でコロイド水溶液を滴下し、
乾燥させるドロップキャスト法で
は、不均一な膜ができてしまう。そこ

で別の方法を模索し
ている時に、偶然解
決法が生まれたとい
う。「ある学生が『溶
液がもったいない』
と滴下後すぐに溶液
をピペットで吸引し
たのです。すると、

数秒できれいな2次元構造の膜がで
きました。まさに、コロンブスの卵で
す」と長田さんは説明する。直ちにこ
の現象を観察・解析し、それらの結果
を基にロボットによる滴下・吸引の
自動化の確立に成功した（図2）。この
自動成膜法は、JSTの新技術説明会
での反響も大きく、企業との共同研
究の話も届いているという。

　A-STEPの最終ゴールは、新たな
蓄電デバイスとして注目されている

「誘電体キャパシター」の開発であ
る。このキャパシターは、たった数秒
で充電できるだけでなく、安全で長
寿命、高出力密度などの優れた特性
を持つ。「究極の蓄電デバイス」とし
て期待される一方で、本質的な問題
点を抱えている。それは、一度に多く

のエネルギーを蓄積できないこと
だ。
　ナノシートをベースとする誘電体
キャパシターの研究を進めていた
長田さんは、1.5～3ナノメートル
と分子レベルの厚さで高い誘電性と
絶縁性を兼ね備えたナノシートを
開発し、誘電体キャパシターで世界
最高のエネルギー密度となる1立方
センチメートル当たり174～272
ジュールを実現した。これは、従来の
誘電体材料の約10倍に相当し、リチ
ウム二次電池にも匹敵する（図3）。ま
た、300度の高温でも安定性を保つ
ことを確認した。将来的には、電気自
動車のパワーブースターなどの全固
体蓄電デバイスへの応用が見込まれ
ている。
　ナノ技術は、物質の機能や特性を
大幅に向上させ、豊かな社会を構築
するだけでなく、デバイスを作る際
も非常に少ない材料ですむため、省
資源・省エネルギーにも大きく寄与
する。「だからこそ、資源がほとんど
ない日本にとって非常に重要な技術
です。その意味でも、社会に新たな
価値をもたらす、夢のある技術だと
思っています」と長田さんは笑顔で
語る。
（TEXT：横井まなみ、PHOTO：伊藤彰浩）

まさに、コロンブスの卵
自動成膜法の確立に成功

世界最高のエネルギー密度
誘電体キャパシターで実現

ナノシートキャパシターの構造と各種蓄電デバイスとの特性比較図3

ナノシートは、従来の誘電体キャパシターと比較し、1～2桁高いエネルギー密度を実現で
きることを確認した。

自動成膜装置の全体写真（a）。基板上に自動ピペッターで溶液を滴下し、吸
引することで成膜が完了する（b）。原子間力顕微鏡（AFM）による膜質評価
では、ナノシートがトランプを並べたように緻密に配列していることが確認
された（c）。

2次元ナノシートの高速・液相成膜図2
a 自動ピペッター

溶液滴下
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b

c
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ナノシートキャパシター
リチウム二次電池
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積層セラミックス
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既往の強誘電体
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研究成果

　循環型社会への意識が高まる中「解体性接着」という接合
技術が注目されています。使用時には十分な接着力を発揮
し、使用後は外部刺激によって簡単に剥離可能な新しい接合
技術です。しかし、接着と剥離は相反する現象であるため、強
い接着力と容易な剥離を両立させることは困難でした。
　物質・材料研究機構高分子・バイオ材料研究センターの内
藤昌信分野長らの研究チームは、波長の異なる紫外線を照射
することで架橋･脱架橋反応を可逆的に起こす「カ
フェ酸」に注目。カフェ酸を組み込んだ高分子を基
材に塗り、波長365ナノ（10億分の1）メートル
に最大強度を持つ紫外線を照射すると、架橋反応
によって不溶化した強力な接着層が形成されまし
た。さらに、試料を切断しても、加熱すると再び初
期の接着強度にまで回復し、この操作を30回以上
繰り返しても性能が劣化しませんでした。
　一方、より強いエネルギーを持つ波長254ナ
ノメートル付近の紫外線を接着層に照射すると、
カフェ酸の脱架橋反応によって、試料は塗布前と

同じ状態に戻り、接着剤と基板の両方を回収・再利用するこ
とができました。また、カフェ酸に含まれるカテコール基が
フッ素樹脂や水中での接着といった、一般的な接着剤が苦手
とする基材・環境でも、強力な接着力とリサイクル性を発揮
することがわかりました。
　光で再生・再利用が可能な接着剤は、電子機器や輸送機器、
医療機器、インフラ補修などの幅広い分野への適用が見込ま
れます。さらには、水中リモート接着という新たな施工技術
を通じ、次世代社会インフラロボットや遠隔医療などの実現
に寄与します。

はがれやすく再生可能な強力接着剤
水中でも力発揮、インフラ補修向けに期待

戦略的創造研究推進事業CREST
研究領域「実験と理論・計算・データ科学を融合した材料開発の革新」
研究課題「データ駆動型分子設計を基点とする超複合材料の開発」

（TEXT：上段 片柳和之、下段 JST国際部 豊福薫）

開発した接着剤の概念図

　2023年6月28日～29日、国際部SICORPが支援する
日米共同研究「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
より求められる新たな生活態様に資するデジタルサイエン
ス」の中間報告会がオンラインで開催されました※。報告会
では、各課題の研究代表者による研究進捗の発表と座談会
があり、研究の実装段階におけるコミュニティとの関係構
築の難しさが日米共通の問題意識として浮き彫りになりま
した。また、若手研究者の海外渡航促進を目的として米研究
機関に滞在した学生ら5人が、初めての米国での研究
活動や現地での生活ぶりをフレッシュな感性で語りま
した。
　パネルディスカッション企画では、日米の医療統計
学、社会経済学、コンピューターサイエンスの専門家に
加えてNHK解説委員の籔内潤也氏をお招きし、米国国
立科学財団（NSF）のデイビット・コーマン氏の司会で
パンデミックを振り返り、これからのデジタルサイエ
ンスの可能性について議論しました。データサイエン
スは政策立案への情報提供には有用でしたが、科学コ
ミュニケーションの不十分さや心理学的視点、集団の

文化の違いといった、統合的なアプローチが不足していた
ことが挙げられました。
　そのうえで、今後は多様な視点を取り入れてSTEM（科
学・技術・工学・数学）教育に科学コミュニケーションを導入
することや、普段から多分野横断的な専門家のネットワー
クを築き、緊急時にはシームレスにさまざまな議論や協力
関係を継続できるように準備することが必要だと結論づけ
られました。詳しい報告会の様子はJSTウェブページで紹
介していますのでぜひご覧ください。

「デジタルサイエンス」のこれからを議論
日米共同でコロナ禍後の「科コミ」など態勢準備へ

開催報告

日米の研究者
と 関 係 者 の
ショット。刺
激的な議論が
交わされ充実
した2日間で
した。

https://www.jst.go.jp/report/2023/230731.html

※各支援課題についてはJSTnews 22年1月号特集2を参照。
https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/backnumber/2021/202201/pdf/2022_01_p08-11.pdf

戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）
日米共同研究「デジタルサイエンス」分野中間報告会 ～Digital Science for Society～

14 September 2023
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　生きた動物の体内で細胞がどう増殖しているかを経時的
に観察するためには、複数の時点で動物の臓器を摘出し、標
本を染色して顕微鏡などで観察する方法があります。しか
し、この方法は、動物を含む多くの実験資源を必要とするも
のでした。
　東北大学大学院医学系研究科の片桐秀樹教授らの研究グ
ループは、必要な時にごく少量の採血をするだけで、増殖し
ている細胞を生きたまま観察できるマウスの開発に成功し
ました。特定の細胞で増殖が起こると、哺乳動物に
はないルシフェラーゼという発光反応の仲立ちと
なる酵素が作られ、血液中に放出されるよう遺伝子
改変したマウスを作製しました。このマウスの少量
の血液を用いてルシフェラーゼを測定することで、
体内で起こっている特定の細胞増殖をリアルタイ
ムに検出することが可能になります。そのため、同
じマウスで何度でも細胞増殖の状態を観察できま
す。また、細胞の種類に応じて遺伝子改変の組み合
わせを変えることにより、さまざまな種類の細胞増

殖をそれぞれ確認できます。
　実際、遺伝子改変マウスの肝臓を部分的に切除してから
経時的に採血した結果、極めて鋭敏に肝臓細胞の増殖の時
間的経過を検出することができました。さらに、インスリン
産生細胞である膵

すいぞう

臓のβ細胞の増殖を刺激したところ、β
細胞増殖の経過についても高い感度で検出することができ
ました。
　この研究を応用すれば、実験資源を有効に活用しながら、
インスリン産生細胞を増やす糖尿病の再生治療や、がん細
胞の増殖を抑える薬剤など、さまざまな疾患における治療
法の開発研究の発展が期待されます。

糖尿病の再生治療やがん増殖抑制薬などに期待
細胞増殖を生きたまま観察できるマウス

　人間が発した複数のキーワードを解析し、機器の起動・操
作指示のコマンドへ変換する「音声コマンド認識AI」が新た
なマシンインターフェースとして急速に発展しています。
一方で、認識可能なコマンド数が増えるほど、消費電力も増
加するという問題がありました。
　東京大学大学院工学系研究科の小菅敦丈講師らの研究グ
ループは「布線論理型」と呼ばれるAIプロセッサーの応用に
挑みました。布線論理型AIプロセッサーは、人間の大脳を模
した方式です。ニューラルネットワークを構成
するニューロンとシナプス全てをチップ上に
並列実装することで、頻繁なデータ移動やメモ
リー通信を必要とせず、画像分類タスクにおけ
る低消費電力化を実現します。しかし、コマン
ド数が35種ある音声認識AIを実装するために
は、試算したところ30チップ以上必要になり、
巨大な実装面積と巨額のコストを削減する必
要がありました。
　そこでニューラルネットを簡素化し、ニュー

ロンとシナプス数を大幅に削減する技術に加え、ビット幅
を削減しニューロンを小面積化する技術と、ニューロン回
路を再度取り込んでAIモデルを最適化する技術を新たに提
案しました。新AIプロセッサーは、16層の深層ニューラル
ネットにおける全てのニューロンとシナプスを1チップに
実装することで、消費電力を従来の2552分の1以下に削減
できました。
　今回開発したAIプロセッサーは乾電池1本という小電力
で、高精度認識可能なAIを動かすことができます。今後は、
スマートフォンやドローン、自動車内エンタメ機器制御や
AR／VR機器などへの応用が見込まれます。

乾電池1個でOK、ドローンやロボットへの応用に道
消費電力2552分の1のAIプロセッサー

新方式布線論理型AIプロセッサーのチップ写真（左）。従来の音声コマンド認識プロセッサー（ISSCC’22）と
の性能比較では、消費電力を1/2552以下に削減できること確認された（右）。

（TEXT：上段 横井まなみ、下段 片柳和之）

遺伝子改変マウスでの細胞増殖検出のイメージ。血中に分泌されたルシフェラーゼの量を測定し、特
定の細胞の増殖を検出できる。

SPIインターフェース等デジタルブロック
布線論理型NNNプロセッサー

2.88mm

2.
65

m
m

3m
m

3mm
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ムーンショット型研究開発事業
目標2「2050年までに、超早期に疾患の予測・予防をすることができる社会を実現」
研究課題「恒常性の理解と制御による糖尿病および併発疾患の克服」

戦略的創造研究推進事業さきがけ
研究領域「情報担体とその集積のための材料・デバイス・システム」
研究課題「デバイス・システム協調による超低電圧布線論理型AIプロセッサ」



　医学部の実習では各科を回るのです
が、意思疎通の要であり、丸いフォルムの

「目」に魅力を感じて眼科を志しました。ヒ
トは外界からの情報の約9割を視覚から
取り入れると言われています。日本の中
途失明原因の第一位である緑内障は、加
齢によって進行する視神経疾患です。薬
や手術器具の発展にもかかわらず失明者
は増え続けており、超高齢化の進む日本
で社会的に大きな問題となっています。
　私が入局した熊本大学の眼科は伝統的
に緑内障の研究が盛んに行われており、
当時指導教官だった谷原秀信先生と井上
俊洋先生から「せっかくだから基礎研究
もやってみないか」と提案をいただきま
した。その後、入局して比較的早い時期に
大学院に入学し、緑内障の分子メカニズ
ムの研究を行いました。さら
に研究を深めるため、富澤
一仁教授が率いる熊本大
学分子生理学研究室へ出
入りするようになり、RNA
修飾の研究を始めました。
　数年経って研究が面白く
なってきた頃に、当時熊
本大学で准教授だっ
た魏范研先生が独
立することになり、
新たな研究室の立
ち上げに誘って
いただきました。
RNA修飾研究の

継続と新しい研究室の立ち上げ、どちら
も面白そうだなと思い、思い切って基礎
研究の世界へ飛び込みました。

　生物は、遺伝情報に基づく設計図であ
る核酸のDNAとRNAを持ちます。DNA
やたんぱく質はメチル化やアセチル化と
いった修飾を持ちますが、RNAには桁違
いに多くの化学修飾が存在することがわ
かってきました。私はRNA修飾が代謝さ
れた後で、生体内にどのような影響があ
るのかを探っています。
　JSTのERATO鈴木プロジェクトの研
究では、RNA代謝後の産物であるN6-メチ
ルアデノシン（m6A）が強力な受容体シグ
ナル応答を引き起こして炎症を引き起こ
すことを発見しました。m6Aを始めとす
る修飾ヌクレオシドの免疫作用における
役割や機能を解明することで、将来さま
ざまな疾患の診断や治療に役立つ可能性

があります。研究の過程ではERATO
研究統括の鈴木先生を始め、国内外
のさまざまな先生方から研究への

刺激をいただいています。
　加齢によって目の機能が弱

まり、健康と要介護状態と

の中間の段階を「アイフレイル」と呼びま
す。アイフレイルは可逆的なので、この段
階で早期発見と介入ができれば、重度の
視機能障害に陥る前に、QOLや視機能の
質を意味するQOV（Q

ク オ リ テ ィ

uality o
オブ

f V
ビ ジ ョ ン

ision）
の維持にもつながります。

　眼科医になったばかりの頃は、バリバ
リと手術をする予定で、まさか自分が研
究者になるとは思っていませんでした。
ですが今は、自分は研究が好きだなあと
思いながら日々研究を行っています。今
でも自分が研究者に向いているのか正直
わかりませんし、10年後も研究を続けて
いるかはわかりません。
　うまく行かないことが続く時は、とあ
る大先輩に言われた「好きなことと向い
ていることは違う」という言葉がぐるぐ
る頭の中を回っている時もあります。た
だ自分の研究で、緑内障を始めとするア
イフレイルの予防や治療といった、将来
誰かの役に立てる
ような仕事ができ
たらいいなと夢を
抱いています。

（TEXT：横井まなみ）

戦略的創造研究推進事業ERATO
「鈴木RNA修飾生命機能プロジェクト」

医学研究に進んだきっかけは？
意思疎通の要「目」に興味
恩師からの誘いで研究の道へ
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どんな研究をしていますか？
RNA修飾の機能を明らかにし
QOLの維持につなげたい

Q2.
A2.

研究者を目指す人へ一言
「好き」の思いを糧に日々研究
誰かに役立つ仕事への夢抱く

Q3.
A3.
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科医。19年熊本大学大学院医学専攻（眼科学）博士課
程修了。博士（医学）。同年より現職。熊本大学眼科客
員講師を兼任。20年よりERATO「鈴木RNA修飾生
命機能プロジェクト」研究員。
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スウェーデンのノーベル賞博物館で買ったお
気に入りの元素周期表マグカップです。この
マグカップで毎朝コーヒーを飲んでいます。

科学人
さきがける

vol.131

質量分析解析をしている
様子。RNA修飾と、代謝・
免疫・老化などの生理機
能や疾患との関わりを研
究しています。
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